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はじめに

前回の記事では、.NETアプリケーシ

ョンの稼働中に、クラス内フィールドの

値やマネージヒープの状態を、WinDbg

とSOS.DLLを利用して調べる方法を紹

介した。稼働中のアプリケーションが利

用しているクラスの状態を把握できるよ

うになれば、アプリケーションのデバッ

グに有益な情報が手に入り、保守作業

の効率化につながることは間違いない。

今回は調査対象を「メモリリーク」に

限定し、先月紹介した手法を取り入れ

ながら解析を進めることにする。具体

的には、Windowsが持つ機能を利用し

て、

・メモリリークの発生を確認する方法

・メモリリーク発生時に.NETアプリケ

ーションにWinDbgをアタッチし、

SOS.DLLのコマンドでマネージヒー

プの内容を確認する方法

を紹介する。

解析手順

説明を始める前に解析手順を紹介し

ておく。一般的にメモリリークの調査

は、

①メモリリークの検出

②.NETアプリケーションでの発生を

確認

③リークしているオブジェクトを確認

④リークを発生させているクラスの確認

の手順で進められる。この解析で利用

するツールは表1のとおりである。以降

で、この手順に従ってメモリリークの

解析を行なう。

メモリリークの検出

.NETアプリケーションのメモリリー

クを検出する一番簡単な方法は「タス

クマネージャ」を利用することである。

タスクマネージャを起動して「パフォ
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ーマンス」タブの「メモリ使用量」お

よび「メモリ使用量の履歴」を調べる

と、アプリケーションが利用している

メモリ利用量がわかる。アプリケーシ

ョン起動後から徐々に利用量が増えて

いる場合は、メモリリークが発生して

いる可能性がある。

このとき、タスクマネージャの「パ

フォーマンス」タブで表示される「コ

ミットチャージ」の「合計」の値に注

目する（図1）。この値は、プログラム

とオペレーティングシステムに割り当

てられたメモリの合計であり、アプリ

ケーションが現在利用しているメモリ

量（仮想メモリ含む）になる［注1］。アプ

リケーションの実行中に「合計」の値

が増加している場合には、メモリリー

クが発生している可能性が高い。

メモリリークは、VS.NETなどの開発

ツールによる開発時には考慮されない

傾向がある。そのため、メモリリーク

の発生は単体試験終了後の結合試験に

入って初めて気がつくことが多い。し

かし、発見するのが前工程であるほど

修正コストが低くなるのはメモリリー

クも同様である。

これは私個人の提案であるが、開発

ツールで開発している段階からタスク

マネージャは立ち上げておいたほうが

よい。そして目視でもかまわないので、

メソッド実行前後のメモリ量を把握し、

リークが発生している場合はなるべく

早い段階でデバッグを開始するように

すれば、後工程にメモリリークが持ち

込まれることは少なくなる。

上記の作業で、.NETアプリケーショ

ンのメモリリークを検出できる。メモ

リリークが発生していることがわかっ

たら、続いてシステムモニタを利用し

て、どのアプリケーションでリークし

ているかの確認に入る。

.NETアプリの状態を
確認するシステムモニタ

どのアプリケーションでメモリリーク

が発生しているかを調べるには、シス

テムモニタのカウンタログを利用する

（図2）。システムモニタでは、システム

の状態を確認するためにさまざまなカ

ウンタを提供しているが、.NETアプリ

ケーションのメモリリークを調査する場

合は表2のカウンタを取得すればよい。

まずはじめに「Private Bytes」と「#

Bytes in all Heaps」の値を確認する。

「Private Bytes」はプロセス別に利用し

ているメモリ量が記録される。したが

って、メモリリークが発生していると

き、この値を見ればどのプロセスで発

生しているかがすぐにわかる。

メモリリークを起こしているプロセ

スが特定できたら、そのプロセスの「#

Bytes in all Heaps」の値を調べる。こ

の値が高い場合、.NETアプリケーショ

ンのコードでメモリリークが発生して

いることを表わす［注2］。

ここまでの作業で、メモリリークが

発生した原因が.NETアプリケーション

のコードにあることを確認できる。

注1）ディスク上に存在する仮想メモリpagefile.sys
に書き込む可能性に備えて、仮想メモリマネージャ
が領域を確保するとそのサイズがコミットメモリと
して計上される。このコミットメモリの特徴から、
プロセスの実際のメモリ利用量を知りたいときに
は、コミットメモリの利用量を調べることになる。
注2）「# Bytes in all Heaps」の値が低ければ、非
.NETアプリケーションでメモリリークが発生して
いることを表わす。

図1：タスクマネージャ

表1：調査で利用するツール

使う順番 ツール 手順

1 タスクマネージャ メモリリークの検出

2 システムモニタ .NETアプリケーションでの発生を確認

3 WinDbg＋SOS.DLL リークしているオブジェクトを確認

4 WinDbg＋SOS.DLL リークを発生させているクラスの確認
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